
ＯＢ－Ｎ６６０Ｄ２入 浴 車（ 軽 自 動 車 タ イ プ ）

せまい道でもキビキビ走るコンパクトカー 最大4名乗車

軽量浴槽「FB-12L」

研修等で1名追加での
同乗が必要な場合で
も対応可能です。

従来の分割浴槽から
約6㎏軽量化すること
により、スタッフの方々
の作業負担を軽減しま
す。

http://www.develo-group.co.jp デベロ 検 索
029-247-2214

〠310-0841　茨城県水戸市酒門町1744-2

029-247-2211（代）お問い合わせ

多様なニーズにお応えするラインナップ

日本在宅介護協会会員様専用ページを開設いたしました！
すでにご登録いただいている会員様もございますが、在宅協ホームページ内に会員様専用ページを開設しました。

専用ページ内では在宅協が開催したこれまでのセミナー動画を視聴することが可能です。
またセミナー資料や各部会資料等も閲覧することが可能です。

専用ページにログインするには、下記URLより会員法人情報の登録が必要となります。
まだ登録していない会員様におかれましては、登録の手続き案内をお送りいたしますので、

事務局までお問い合わせください。
また、自法人が登録しているかご不明な場合にも、お気軽にお問い合わせください。

※登録は1会員法人につき、1アカウントです。設定したID・PWは社内で共有をお願いいたします。

この度、公式LINEアカウントを開設しました。セミナーの開催案内
や活動報告などの情報を月に2・3回程度お届けいたします。
是非「友だち追加」をお願いいたします。

日本在宅介護協会事務局の公式
LINEアカウントを開設しました！

≪登録方法≫
QRコードをスキャンすると
LINEの友だちに追加されます。
QRをスキャンするには、LINEアプリの
コードリーダーをご利用ください。

令
和
5
年
度

通
常
総
会  

開
催
報
告

P.2

民
間
介
護
事
業
団
体
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て

認
知
症
施
策
推
進
基
本
計
画
お
よ
び

介
護
報
酬
改
定
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す

日
本
在
宅
介
護
協
会 

会
長　

森 

信
介

P. 2

岸
田
首
相
と
の
車
座
対
話

P.6

日
本
在
宅
介
護
協
会

令
和
４
年
度
協
会
活
動
報
告

P.6

日
本
在
宅
介
護
協
会
・

各
支
部
活
動
報
告

P.7

会員専用ログイン掲載場所 ログイン画面
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ま
し
た
。特
に
、現
場
の
声
が
よ
り
届
く
よ

う
に
、例
年
以
上
に
積
極
的
に
他
団
体
と

の
連
携
を
深
め
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。本

日
の
総
会
で
は
、令
和
4
年
度
事
業

報
告
、収
支
決
算
報
告
、令
和
5
年
度
収
支

予
算
な
ど
の
ほ
か
、第
5
号
議
案
と
し
て

定
款
の
一
部
変
更
の
件
を
上
程
し
て
お
り

ま
す
。ご
審
議
の
方
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、本
年
6
月
14
日
に
認
知
症
基
本

法
が
成
立
し
ま
し
た
。こ
の
法
律
で
は
、認

知
症
の
人
や
家
族
な
ど
で
構
成
す
る
関
係

者
会
議
の
意
見
を
聴
い
た
う
え
で
認
知
症

施
策
推
進
基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。基
本
計
画
は
、5

年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
に
よ
り
、「
自
治
体
間
の
施
策
の

差
が
少
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
」「
予

算
措
置
が
と
り
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い

か
」と
い
う
声
や
、「
5
年
ご
と
の
見
直
し

な
ら
継
続
性
が
あ
る
」と
政
策
の
実
現
を

期
待
す
る
声
が
出
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、地
域
に
お
け

る
当
協
会
の
役
割
に
期
待
さ
れ
る
も
の
は

さ
ら
に
大
き
く
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

民
間
介
護
事
業
団
体
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し

て
、当
協
会
は
各
地
域
に
積
極
的
に
語
り

か
け
て
い
く
所
存
で
す
。

来
年
４
月
に
は
、介
護
報
酬
等
の
改
定

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。先
般
、閣
議
決
定

さ
れ
た
骨
太
方
針
2
0
2
3
で
は
、「
次

期
介
護
報
酬
等
の
同
時
改
定
に
お
い
て

は
、物
価
⾼
騰
・
賃
⾦
上
昇
、経
営
の
状
況
、

⽀
え
⼿
が
減
少
す
る
中
で
の
⼈
材
確
保
の

必
要
性
、患
者
・
利
⽤
者
・
保
険
料
負
担
へ

の
影
響
を
踏
ま
え
、必
要
な
対
応
を
⾏
う
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。当
協
会
と
し
て
は
、

必
要
な
対
応
に
つ
い
て
行
政
へ
提
言
・
要

望
を
上
げ
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、さ
ら
な
る
ご
協
力

と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
て
、開
会

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
頃
よ
り
日
本
在
宅
介
護
協
会
の
活
動

に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、昨
年
度
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
闘
い
が
続
く

中
、物
価
高
騰
、恒
常
的
な
人
材
不
足
に

直
面
し
な
が
ら
も
、地
域
に
お
け
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
継
続
、利
用
者
と
そ
の
家
族

の
安
心
・
安
全
の
確
保
、社
員
の
雇
用
確

保
、安
全
衛
生
対
策
の
徹
底
な
ど
に
尽
力

さ
れ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

当
協
会
は
昨
年
度
、こ
れ
ま
で
に
な
い

厳
し
い
事
業
環
境
の
中
、不
眠
不
休
で
利

用
者
の
生
活
を
支
え
る
介
護
事
業
者
の
安

心
・
安
全
に
資
す
る
た
め
に
、介
護
サ
ー
ビ

ス
の
質
的
向
上
と
充
実
、高
齢
者
が
安
心

し
て
介
護
を
受
け
ら
れ
る
社
会
環
境
の
整

備
、介
護
保
険
制
度
等
に
関
す
る
関
係
機

関
へ
の
要
望
・
提
言
、行
政
機
関
や
関
係
諸

団
体
と
の
調
整
・
協
力
・
連
携
な
ど
協
会
の

事
業
目
的
を
達
成
す
る
と
い
う
原
点
に
立

ち
返
っ
た
活
動
に
全
力
を
注
い
て
ま
い
り

通常総会 開催報告
日本在宅介護協会
会長

森 信介

民
間
介
護
事
業
団
体
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て

認
知
症
施
策
推
進
基
本
計
画
お
よ
び

介
護
報
酬
改
定
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す

令和 5年度通常総会は、久し振りにコロナ禍前の開催形式で実施
することができました。総会後には厚労省による講演会、さらに、4
年ぶりに懇親会も開催し、ともに盛会となりました。

●開催日　令和5年6月19日
●会　場　ホテルルポール麹町

令和 5 年度

【会 長 挨 拶】
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厚
生
労
働
省
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

・
4
部
会
が
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
厚
生
労
働
省

と
次
期
制
度
改
正
に
向
け
た
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

・
自
民
党
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
・
介

護
推
進
議
員
連
盟
に
、物
価
高
騰
の
更
な

る
支
援
対
策
の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し

た
。

（
2
）組
織
拡
充
対
策

・
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
に
会
員
専
用
ロ
グ

イ
ン
画
面
を
オ
ー
プ
ン
し
、理
事
会
資
料

や
議
事
録
、各
部
会
の
資
料
等
を
閲
覧
で

き
る
と
と
も
に
、過
去
の
セ
ミ
ナ
ー
も
視

聴
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

・
支
部
長
会
議
を
開
催
し
、支
部
活
動
方
針

を
再
確
認
し
た
ほ
か
、好
事
例
の
共
有
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

・
花
王
に
続
き
、日
本
製
紙
ク
レ
シ
ア
の
商

品
に
協
会
認
定
マ
ー
ク
を
付
与
し
ま
し

た
。

（
3
）セ
ミ
ナ
ー
・
広
報
活
動

・
各
部
会
・
支
部
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
の
ほ
か
、

B
C
P
策
定
セ
ミ
ナ
ー
を
シ
リ
ー
ズ
開
催

し
、対
象
層
や
目
的
別
に
計
4
回
行
い
ま

し
た
。

（
4
）協
働
事
業
・
委
託
事
業

・
公
益
財
団
法
人
東
京
し
ご
と
財
団
と
の
協

働
で
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
実
施
し
、

計
67
名
が
修
了
し
ま
し
た
。

・
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用

支
援
機
構
よ
り「
産
業
別
高
齢
者
雇
用
推

進
事
業
」を
受
託
し
、「
在
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
業
高
齢
者
雇
用
推
進
事
業
」を
実
施
し

ま
し
た
。

介
護
報
酬
改
定
を
次
年
度
に
控
え
る
な

か
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長
期

化
、ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
端

を
発
す
る
資
源
価
格
の
上
昇
、そ
れ
に
伴
う

急
激
な
物
価
高
騰
な
ど
、経
営
環
境
は
そ
の

厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
す
。日
本
在
宅
介

護
協
会
で
は
、様
々
な
活
動
や
行
政
へ
の
提

言
等
を
通
じ
、介
護
事
業
者
の
経
営
支
援
に

資
す
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

（
1
）介
護
保
険
対
策

・
内
閣
府
規
制
改
革
推
進
会
議
医
療
・
介
護
・

感
染
症
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に

出
席
し
、介
護
分
野
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル

ル
ー
ル
の
改
善
を
訴
え
ま
し
た
。

・
自
民
党
厚
労
部
会
に
、介
護
分
野
に
お
け
る

物
価
高
騰
対
策
の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し

た
。

・
厚
生
労
働
省
か
ら
訪
問
と
通
所
を
組
み
合

わ
せ
た
新
た
な「
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
」に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
、意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

・
厚
生
労
働
省
の
大
西
証
史
老
健
局
長（
当

時
）と
面
会
し
、介
護
業
界
を
取
り
巻
く
経

営
課
題
を
伝
え
、 

次
期
報
酬
改
正
に
向
け

て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

・
内
閣
府
規
制
改
革
推
進
会
議
医
療
・
介
護
・

感
染
症
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
出

席
し
、介
護
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
管
理
者

等
の
人
員
配
置
基
準
の
柔
軟
化
に
つ
い

て
、現
状
の
課
題
と
要
望
を
伝
え
ま
し
た
。

・
新
た
な
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
の
件
、定
期
巡

回
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
と
夜
間
対

応
型
訪
問
介
護
の
統
合
の
件
に
つ
い
て
、

令
和
4
年
度

事
業
報
告
自　

令
和
4
年
4
月
1
日

至　

令
和
5
年
3
月
31
日

令
和
５
年
度

事
業
計
画
自　

令
和
5
年
4
月
1
日

至　

令
和
6
年
3
月
31
日

訪
れ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
サ
イ
ト
に
し

て
い
く
。

⑵�

支
部
活
動
の
活
性
化
と
そ
れ
に
よ
る
地
方
会

員
の
獲
得

・�

各
支
部
が
行
う
セ
ミ
ナ
ー
を
積
極
的
に
会

員
以
外
の
事
業
者
に
も
告
知
し
、
各
地
域

で
の
協
会
の
存
在
感
と
知
名
度
を
高
め
て

い
く
。

・�

会
員
獲
得
活
動
を
進
め
、
各
地
域
に
お
い

て
意
欲
の
あ
る
介
護
事
業
者
を
新
た
に
会

員
に
取
り
込
ん
で
い
く
。

３　

委
託
事
業
・
協
働
事
業

⑴ �

委
託
事
業
の
推
進

昨
年
年
度
に
続
き
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障

害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
か
ら
受
託
し
て

い
る「
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
業 

高
齢
者
雇
用

促
進
事
業
」を
推
進
し
て
い
く
。

⑵ 

認
定
マ
ー
ク
事
業
の
推
進

認
定
マ
ー
ク
の
認
知
度
向
上
と
新
規
申
請

の
増
加
を
目
指
し
、
手
数
料
収
入
を
増
や
す

と
と
も
に
収
入
源
の
多
様
化
を
図
る
。

⑶ �

公
益
財
団
法
人
東
京
し
ご
と
財
団
と
の
協
働

事
業今

年
度
も
引
き
続
き
介
護
職
員
初
任
者
研

修
か
ら
の
修
了
者
を
会
員
企
業
へ
の
就
職

に
結
び
つ
け
、
人
材
確
保
の
手
段
と
し
て
会

員
支
援
に
繋
げ
る
。

４　

セ
ミ
ナ
ー
・
研
修
会

次
期
報
酬
改
定
に
向
け
、
厚
生
労
働
省
か
ら

講
師
を
招
い
て
直
接
解
説
し
て
い
た
だ
く

「
介
護
報
酬
改
定
セ
ミ
ナ
ー
」
の
実
施
を
検

討
す
る
。

１　

介
護
保
険
対
策

⑴ 

介
護
報
酬
改
定
へ
の
対
応

・�

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
が
続
く
う
え
、
水
道
光

熱
費
や
食
材
料
費
な
ど
が
急
激
に
上
昇
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
次
期
介
護
報
酬

改
定
に
お
い
て
大
幅
な
引
き
上
げ
を
求
め

て
い
く
。

・�

こ
れ
ま
で
各
部
会
で
集
め
て
き
た
要
望
事

項
を
取
り
ま
と
め
、
積
極
的
に
提
言
を

行
っ
て
い
く
。

⑵ �

社
会
保
障
審
議
会
介
護
給
付
費
分
科
会
の
代

表
委
員
と
し
て
の
意
見
表
明

民
間
介
護
事
業
推
進
委
員
会
の
立
場
と
し

て
社
会
保
障
審
議
会
介
護
給
付
費
分
科
会

に
委
員
を
送
り
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
業

界
を
代
表
す
る
立
場
と
し
て
積
極
的
に
意

見
を
表
明
し
て
い
く
。

⑶ �

国
、
関
係
省
庁
、
国
会
議
員
等
に
対
し
て
の

活
動・�

関
係
省
庁
と
の
関
係
を
築
き
、
民
間
事
業

者
団
体
の
立
場
で
引
き
続
き
提
言
等
を
行

う
。

⑷ 

他
団
体
と
の
連
携
促
進

・�

介
護
業
界
の
声
を
よ
り
大
き
く
し
て
提
言

や
要
望
の
実
現
性
を
高
め
る
た
め
、
他
団

体
と
広
く
連
携
し
て
共
同
提
案
を
し
て
い

く
。

２　

組
織
対
策

⑴ �

公
式
サ
イ
ト
会
員
専
用
ロ
グ
イ
ン
画
面
の
活

用・�

協
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
オ
ー
プ
ン
し
た
会

員
専
用
ロ
グ
イ
ン
画
面
の
な
か
に
有
用
な

コ
ン
テ
ン
ツ
を
格
納
し
、
会
員
が
頻
繁
に

【事 業 計 画 ・ 事 業 報 告】
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経
済
再
生
担
当
大
臣
と
し
て
厚
生
労
働
省
に

い
た
昨
年
１
年
間
、皆
様
に
支
え
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。骨
太
方

針
も
担
当
し
て
お
り
ま
す
が
、ト
リ
プ
ル
改
定
で

は
処
遇
改
善
、物
価
高
騰
へ
の
対
応
を
し
っ
か
り

と
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

自由民主党　衆議院議員�
経済再生担当大臣（当時）

後藤 茂之氏

懸
命
に
作
り
上
げ
た
介
護
保
険
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
て
20
数
年
が
経
ち
、大
き
な
転
換
期
に

来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
見
え
た
課

題
も
含
め
、社
会
保
障
制
度
調
査
会
・
介
護
委
員

会
の
委
員
長
と
し
て
も
、皆
様
の
声
を
お
聞
き
し

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

自由民主党�
参議院議員

衛藤 晟一氏

診
療
報
酬
改
定
で
は
、物
価
高
騰
な
ど
も
き

ち
ん
と
踏
ま
え
た
上
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

人
材
不
足
に
関
し
て
は
、処
遇
の
向
上
や
効
率
化

に
加
え
て
、最
終
的
に
は
ケ
ア
を
す
る
人
が
満
足

感
、幸
せ
、や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
職

場
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

自由民主党�
参議院議員

石田 昌宏氏

前
職
の
経
験
を
活
か
し
て
、Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ

る
介
護
業
務
の
効
率
化
や
人
員
配
置
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。皆
様
と
共
に
、よ
り
働

き
や
す
い
職
場
、そ
し
て
利
用
者
が
心
地
よ
く

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
ま

い
り
ま
す
。

自由民主党�
衆議院議員

川崎 秀人氏

２
０
２
０
年
、２
１
年
は
厚
生
労
働
副
大
臣
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
ワ
ク
チ
ン
担
当
も

や
ら
せ
て
い
た
だ
き
、皆
様
が
大
変
な
思
い
で
在

宅
介
護
に
従
事
さ
れ
て
い
る
姿
を
拝
見
し
ま
し

た
。今
後
も
在
宅
介
護
分
野
の
皆
様
を
全
力
で
支

え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

公明党�
参議院議員 

山本 博司氏

議
員
に
な
る
前
は
訪
問
入
浴
介
護
の
仕
事
に

2
年
間
従
事
し
ま
し
た
。ま
た
、訪
問
介
護
、通
所

介
護
も
経
験
し
、厳
し
い
状
況
を
肌
身
を
も
っ
て

感
じ
ま
し
た
。現
場
の
様
々
な
声
を
吸
い
上
げ
、

良
い
政
策
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

日本維新の会�
衆議院議員

遠藤 良太氏

【ご来賓挨拶】

懇親会にお越しいただいた議員の先生方からのメッセージをお知らせします。

来賓挨拶
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【講演会・懇親会】

講
演
会

総
会
に
続
い

て
、
厚
生
労
働

省
老
健
局
・
笹

子
宗
一
郎
課
長

（
当
時
、
以
下

同
）に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
笹
子

課
長
は
、
医
療
・
介
護
分
野
に
お
け
る
大
き

な
課
題
は
地
域
共
生
社
会
の
実
現
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

中
核
的
な
基
盤
と
し
、
加
え
て
、
認
知
症
の

人
が
い
き
い
き
と
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
に

認
知
症
基
本
法
に
沿
っ
て
官
民
連
携
で
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
度
実
施
さ
れ
る
制
度
改
正

に
つ
い
て
、
介
護
情
報
基
盤
の
整
備
を
地
域

支
援
事
業
に
位
置
付
け
て
補
助
金
が
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
た
こ
と
、
支
援
策
の
検
討
の

た
め
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
損
益
計
算
書

（
Ｐ
Ｌ
）
の
提
出
な
ど
を
義
務
付
け
た
こ
と
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
務
負
担
軽
減

の
た
め
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど

を
ケ
ア
マ
ネ
事
業
所
に
委
託
で
き
る
よ
う
に

し
た
こ
と
な
ど
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、骨
太
方
針
２
０
２
３
に
従
っ
て
、

介
護
保
険
料
の
上
昇
を
抑
え
る
た
め
、年
内
を
め

ど
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
高
齢
者
の
保

険
料
の
検
討
を
行
う
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
を
巡
る

動
向
の
ポ
イ
ン
ト

厚
生
労
働
省
老
健
局
・

笹
子
宗
一
郎
課
長
に
よ
る
講
演

「�

介
護
保
険
制
度
を
巡
る 

動
向
の
ポ
イ
ン
ト
」

懇親会の様子

当
社
は
世
界
最
高
健
康
都
市
を
謳
う
長
野
県
佐

久
市
に
本
社
が
あ
り
ま
す
。
課
題
は
多
い
で
す
が
、

業
界
に
貢
献
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新任理事
エフビー介護サービス�
株式会社
代表取締役社長

栁澤 美穂 氏

皆
様
と
協
力
・
連
携
し
合
っ
て
、
明
る
い
介

護
の
未
来
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新任理事
メディカル・ケア・�
サービス株式会社
取締役

浅野 雅良 氏

こ
れ
ま
で
理
事
と
し
て
部
会
活
動
を
中
心
に

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
介
護
業
界
の
発
展
に
向
け

て
、
よ
り
一
層
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新任常任理事
株式会社�
大起エンゼルヘルプ
代表取締役社長 

小林 由憲 氏

新
任
理
事
・
新
任
常
任
理
事
の
紹
介

令
和
5
年
度
通
常
総
会
の
決
議
を
も
っ
て
、新
た

に
2
名
の
方
が
理
事
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、新
執
行
体
制
と
な
り
、小
林
由
憲
理
事
が

新
た
に
常
任
理
事
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

厚生労働省老健局�
認知症施策・地域介護推進課長（当時）

笹子 宗一郎氏

講演会の後は、懇親会を開催しました。4年ぶりの懇親会開催ということもあり、皆様和気あいあいと懇談を楽しま
れている様子でした。

前会長の市川明壽氏（株式会社
アイケア・代表取締役会長）の
退任にあたり、稲葉副会長より
記念品を贈呈しました。2年前
の退任時はコロナ禍ということも
あって盛大な場を設けることが
できず、今回、協会活動への長
年のご尽力に対する感謝を改め
てお伝えしました。

特別講演会の講師を務めていただいた笹子課長（当時）
にもご参加いただきました。

公務でお忙しい中、経済再生担当大臣（当時）の後藤茂
之先生にご出席いただきました。

記念撮影（左から、稲葉副会長、北村副会長、
市川前会長、森会長、香取専務理事）

「皆さんとまた会えるチャンスがある
と期待して、業界のためにこれから
も頑張りたい」と市川前会長。

一般社団法人シルバーサービス振興会常務理事の中井孝之氏（右上）
に乾杯の挨拶をしていただきました。
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【岸田 首 相との車 座 対 話・協会 活 動 報 告】

課
題
を
伝
え
、次
期
改
定
に
向
け
て
の
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

9
月
13
日

訪
問
介
護
部
会
が
厚
生
労
働
省
老
健
局
認

知
症
施
策
・
地
域
介
護
推
進
課
を
訪
問
し
て

笹
子
課
長（
当
時
）と
面
会
。部
会
で
実
施
し
た

訪
問
介
護
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
提

出
し
て
報
告
し
た
。ま
た
、高
齢
者
支
援
課
の

秋
山
室
長
補
佐
と
面
会
し
、ケ
ア
プ
ラ
ン
デ
ー

タ
連
携
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

10
月
21
日

厚
生
労
働
省
老
健
局
認
知
症
施
策
・
地
域

介
護
推
進
課
か
ら
佐
藤
課
長
補
佐
ほ
か
3
名

が
事
務
局
に
来
所
し
、常
任
理
事
会
メ
ン
バ
ー

と
の
間
で
次
期
改
定
に
向
け
て
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

12
月
15
日

訪
問
介
護
部
会
が
厚
生
労
働
省
老
健
局
認

知
症
施
策
・
地
域
介
護
推
進
課
を
訪
問
し
、複

合
型
サ
ー
ビ
ス
の
件
、定
期
巡
回
随
時
対
応
型

訪
問
介
護
看
護
と
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
の

統
合
の
件
に
つ
い
て
、意
見
交
換
を
行
っ
た
。

1
月
31
日
～
2
月
2
日

小
規
模
多
機
能
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
部
会
、

訪
問
介
護
部
会
、訪
問
入
浴
部
会
、通
所
介
護

部
会
が
そ
れ
ぞ
れ
厚
生
労
働
省
老
健
局
認
知

症
施
策
・
地
域
介
護
推
進
課
を
訪
問
し
、次
期

制
度
改
正
に
向
け
た
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

介
護
事
業
者
の
経
営
支
援
に
資
す
る
た
め
、

介
護
保
険
制
度
改
正
に
向
け
た
要
望・
提
言
を

は
じ
め
と
す
る
様
々
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

■
行
政
機
関
へ
の
要
望
お
よ
び
意
見
交
換

4
月
18
日

内
閣
府
規
制
改
革
推
進
会
議
医
療
・
介
護
・

感
染
症
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
に
出
席

し
、介
護
分
野
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
の

実
情
等
を
訴
え
、改
善
を
要
望
し
た
。

8
月
3
日

厚
生
労
働
省
老
健
局
認
知
症
施
策・地
域
介

護
推
進
課
を
訪
問
し
、訪
問
と
通
所
を
組
み
合

わ
せ
た
新
た
な「
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
」に
つ
い
て

概
要
説
明
を
受
け
、意
見
交
換
を
行
っ
た
。

8
月
31
日

厚
生
労
働
省
の
大
西
証
史
老
健
局
長（
当

時
）を
訪
問
し
、介
護
業
界
を
取
り
巻
く
経
営

協
会
活
動
報
告

令
和
4
年
5
月
19
日
、介
護
業
界
で

は
初
と
な
る
岸
田
首
相
と
の
車
座
対
話

が
実
現
し
ま
し
た
。

当
日
は
、岸
田
首
相
の
ほ
か
、後
藤
茂

之
厚
生
労
働
大
臣（
当
時
、
以
下
同
）や

土
生
栄
二
老
健
局
長（
当
時
）も
来
所
さ

れ
、ま
ず
は
当
協
会
の
会
員
企
業
で
あ
る

株
式
会
社
や
さ
し
い
手
が
運
営
す
る
通

所
介
護
施
設
を
ご
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

ご
視
察
後
、会
議
室
に
場
所
を
移
し

て
、当
協
会
の
会
員
法
人
の
従
業
員
5 

名
と
車
座
対
話
を
行
い
ま
し
た
。後
藤
厚

労
大
臣
の
司
会
進
行
の
も
と
、介
護
人

材
の
確
保
、処
遇
改
善
の
取
り
組
み
等

へ
の
実
感
、I
C
T
等
の
活
用
に
よ
る
ケ

ア
の
質
向
上

や
負
担
軽
減

に
向
け
て
、

介
護
サ
ー
ビ

ス
を
必
要
と

す
る
高
齢
者

や
そ
の
家
族

へ
の
支
援
に

あ
た
っ
て
重

要
な
点
、コ

ロ
ナ
禍
で
も

必
要
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を

継
続
す
る
に
あ
た
っ
て
苦
労
し
た
点
な

ど
の
テ
ー
マ
で
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

岸
田
首
相
は
最
後
に
、「
本
日
の
ご
意

見
は
介
護
保
険
制
度
の
今
後
の
見
直
し

の
議
論
に
活
か
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
約
束
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。ま
た
、

終
了
後
の
会
見
で
は
、ケ
ア
プ
ラ
ン
デ
ー

タ
連
携
シ
ス
テ
ム
を
令
和
5
年
度
中
に

整
備
し
、早
期
普
及
を
目
指
す
こ
と
も
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

右から2人目が大西老健局長（当時）

左から3人目が森会長

岸
田
首
相
と
の
車
座
対
話
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■
政
治
家
・
政
党
へ
の
要
望
お
よ
び
提
言

7
月
26
日

自
民
党
厚
労
部
会
宛
に
、介
護
分
野
に
お
け

る
物
価
高
騰
対
策
の
要
望
書
を
介
護
6
団
体

の
連
名
で
提
出
し
た
。

8
月
4
日

自
民
党
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム・
介
護

推
進
議
員
連
盟（
麻
生
太
郎
会
長
、橋
本
岳
事

務
局
長
）の
総
会
に
て
、他
の
介
護
団
体
と
共

に
物
価
高
騰
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
の
実
態

を
伝
え
、支
援
を
要
請
し
た
。

 

11
月
8
日

自
民
党
の
政
策
要
望
懇
談
会
に
て
、予
算
・

税
制
・一
般
施
策
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
の

う
え
発
表
し
た
。

11
月
14
日

公
明
党
の
個
別
政
策
懇
談
会
に
て
、予
算
・

税
制
・一
般
施
策
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
の

う
え
、内
容
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

【協会 活 動 報 告・各 部 会 活 動 報 告】

当
協
会
で
は
、「
訪
問
入
浴
部
会
」「
訪
問
介
護
部
会
」

「
通
所
介
護
部
会
」「
小
規
模
多
機
能・グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

部
会
」の
各
部
会
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

介
護
事
業
者
の
皆
様
が
、サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
や
効
率

化
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

令
和
４
年
度

部
会
活
動
報
告

訪
問
入
浴
部
会

●
部
会
開
催　

全
４
回

令
和
4
年
5
月
18
日【
会
場
】

令
和
4
年
8
月
26
日【
会
場
】

令
和
4
年
11
月
10
日【
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
】

令
和
5
年
2
月
6
日【
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
】

●
研
修・意
見
交
換
会【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

①
令
和
4
年
10
月
27
日

事
例
発
表
テ
ー
マ

・
終
末
期
ケ
ア

・
I
C
T
活
用

・
チ
ー
ム
ケ
ア
と
多
職
種
連
携

②
令
和
4
年
11
月
28
日

事
例
発
表
テ
ー
マ

・
質
の
向
上

・
人
材
育
成
・
定
着

・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
付
加
価
値

訪
問
介
護
部
会

●
部
会
開
催　

全
4
回【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

令
和
4
年
5
月
23
日

令
和
4
年
8
月
22
日

令
和
4
年
11
月
25
日

令
和
5
年
2
月
21
日

●
セ
ミ
ナ
ー【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

①
令
和
4
年
8
月
19
日

「
私
が
働
き
た
い
職
場 

～
訪
問
介
護
員
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
え
て
き
た
本
音
～
」

講
師
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

：

香
取
幹
氏

（
日
本
在
宅
介
護
協
会 

専
務
理
事
）

パ
ネ
リ
ス
ト

：

溝
口
寛
之
氏（
P
u
l
s 

F
u
k
u
s
h
i
株
式
会
社
）

田
島
裕
大
氏（
セ
ン
ト
ケ
ア
・
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
株
式
会
社
）

②
令
和
4
年
11
月
11
日

「
第
１
回
ケ
ア
プ
ラ
ン
デ
ー
タ
連
携
シ
ス
テ

ム
説
明
会
」

講
師

：�
秋
山
仁
氏（
厚
生
労
働
省
老
健
局 

高

齢
者
支
援
課 

介
護
業
務
効
率
化
・

生
産
性
向
上
推
進
室
）

田
口
太
一
氏（
公
益
社
団
法
人
国
民

健
康
保
険
中
央
会
）

黄
金
井
芳
孝
氏（
公
益
社
団
法
人
国

民
健
康
保
険
中
央
会
）

③
令
和
5
年
3
月
10
日

「�

第
2
回
ケ
ア
プ
ラ
ン
デ
ー
タ
連
携
シ
ス
テ

ム
説
明
会
」

講
師

：�
秋
山
仁
氏

田
口
太
一
氏

黄
金
井
芳
孝
氏

通
所
介
護
部
会

●
部
会
開
催　

全
4
回【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

令
和
4
年
5
月
26
日

令
和
4
年
8
月
22
日

令
和
4
年
11
月
17
日

令
和
5
年
3
月
27
日

●
セ
ミ
ナ
ー【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

令
和
5
年
1
月
17
日

「
早
め
に
取
り
組
む
ほ
ど
得
を
す
る
!?
科
学
的

介
護
情
報
シ
ス
テ
ム
L
I
F
E
入
門
セ
ミ
ナ
ー
」

講
師

：�
波
戸
真
之
介
氏（
株
式
会
社
ツ
ク
イ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）　

　
小
規
模
多
機
能
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
部
会

●
部
会
開
催　

全
6
回

令
和
4
年
5
月
11
日【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

令
和
4
年
7
月
6
日【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

支 部 　 活 動 報 告▶

明治安田 
収納ビジネスサービス（株） TEL 03-3615-3121

初期費用０円
請求のない月は費用０円
会員さま限定にて
特別料金で
ご提供させて
いただきますので
お申込の際に
その旨お知らせ
ください

安心と信頼の明治安田生命グループ

- 温められるウェットタオル --温められるウェットタオル -

おしり、身体、手足などの汚れをふき取る
使い捨てタイプのウェットクロスです

容器ごと電子レンジで

温められるので冬場でも

お肌にやさしい

挨拶される麻生太郎会長

会場の様子
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【各 部 会 活 動 報 告】

・�

第
2
回 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
各
種
加
算

と
減
算（
令
和
4
年
6
月
17
日
）

　

講
師

：�
金
谷
勇
歩
氏（
株
式
会
社
ツ
ク
イ
）

・�

第
3
回 

労
務
管
理
に
お
け
る
リ
ス
ク
管

理（
令
和
4
年
8
月
23
日
）

　

講
師

：�
武
田
明
克
氏（
A
L
S
O
K
介
護
株
式
会
社
）

・�

第
4
回 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
け
る
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
苦
情
対
応（
令
和

4
年
10
月
18
日
）

　

講
師

：�
小
松
充
氏（
メ
デ
ィ
カ
ル
・

ケ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
）

・�

第
5
回 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
者
に

と
っ
て
の
医
療（
令
和
4
年
12
月
13
日
）

　

講
師

：�
和
田
行
男
氏

・�

第
6
回 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
け
る
災

害
対
策
と
B
C
P
策
定（
令
和
5
年
2
月

15
日
）

　

講
師

：�
竹
内
元
浩
氏（
ア
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社
）

東
京
・
北
関
東
支
部

：

支
部
長　

香
取　

幹

■
支
部
総
会【
書
面
開
催
】 
令
和
4
年
7
月
27
日

■
幹
事
会【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

第
1
回 

令
和
4
年
6
月
17
日

第
2
回 

令
和
4
年
7
月
22
日

第
3
回 

令
和
4
年
9
月
28
日

第
4
回 

令
和
4
年
11
月
22
日

第
5
回 

令
和
5
年
2
月
24
日

■
セ
ミ
ナ
ー【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

　

①
令
和
4
年
7
月
28
日

　
　
「�

東
京
都
の
今
後
の
方
針
を
踏
ま
え
て
事
業

者
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
よ
う
」

　

講
師
：�

大
竹
智
洋
氏（
東
京
都
福
祉
保
健
局 

高

齢
社
会
対
策
部 

介
護
保
険
課
長
）

室
井
勝
一
郎
氏（
東
京
海
上
日
動
ベ

タ
ー
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
）

　

②
令
和
4
年
11
月
22
日

各
支
部
活
動
報
告

令
和
4
年
9
月
7
日【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

令
和
4
年
11
月
9
日【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

令
和
5
年
1
月
11
日【
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
】

令
和
5
年
3
月
8
日【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

●
セ
ミ
ナ
ー【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

①�（
看
護
）小
規
模
多
機
能
管
理
者

ア
シ
ス
ト
セ
ミ
ナ
ー
シ
リ
ー
ズ

・�
第
1
回 

（
看
護
）小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
概
要（
令
和
4
年
5
月

24
日
）

　

講
師

：�
佐
藤
康
夫
氏（
セ
ン
ト
ケ
ア
・

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
）

・�

第
2
回 

（
看
護
）小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
の
多
様
性
と
可
能
性
を
語
り
合
う

（
令
和
4
年
7
月
13
日
）

　
　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

：

　
　
　

�

和
田
行
男
氏（
株
式
会
社
大
起
エ
ン
ゼ
ル
ヘ
ル
プ
）

　
　

パ
ネ
リ
ス
ト

：

　
　
　

�

柴
田
裕
文
氏（
株
式
会
社
や
さ
し
い
手
）

　

�　
　

�

江
副
友
輔
氏（
株
式
会
社
ニ
チ
イ
学
館
）

　

�　
　

�

荻
巣
美
恵
子
氏（
セ
ン
ト
ケ
ア
千
葉
株
式
会
社
）

　

�　
　

�

三
浦
潤
氏（
パナ
ソニック 

エ
イ
ジ
フ
リ
ー
株
式
会
社
）

・�

第
3
回 

（
看
護
）小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
人
員
基
準
と
設
備
基
準

（
令
和
4
年
9
月
13
日
）

　

講
師

：�
中
村
徹
也
氏（
株
式
会
社
や
さ
し
い
手
）

・�

第
4
回 

（
看
護
）小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
基
準
①（
令
和
4

年
11
月
22
日
）

　

講
師

：�
二
津
祐
弘
氏（
S
O
M
P
O
ケ
ア
株
式
会
社
）

・�

第
5
回 

（
看
護
）小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
基
準
②（
令
和
5

年
1
月
27
日
）

　

講
師

：�
二
津
祐
弘
氏

・�

第
6
回 

（
看
護
）小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
の
算
定（
令
和
5

年
3
月
23
日
）

　

講
師

：�
澁
谷
貴
宏
氏（
株
式
会
社
ニ
チ
イ
学
館
）

②�

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
管
理
者

ア
シ
ス
ト
セ
ミ
ナ
ー
シ
リ
ー
ズ

・�

第
1
回 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
人
員
基
準

と
運
営
基
準（
令
和
4
年
4
月
19
日
）

　

講
師

：�
近
藤
祐
介
氏（
株
式
会
社
ニ
チ
イ
学
館
）

　
　
「�

介
護
保
険
事
業
者
と
し
て
取
り
組
む
べ
き

こ
と
～
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
編
～
」

　

講
師
：�

齊
藤
宏
和
氏（
弁
護
士
法
人
親
和
法
律

事
務
所 

弁
護
士
）

　

③
令
和
5
年
1
月
16
日

　
　
「�

現
場
が
変
わ
る
!! 

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成

の
ス
ス
メ
」

　

講
師
：�

鈴
木
勝
博
氏（
株
式
会
社
わ
か
ば
ケ
ア
セ

ン
タ
ー 

最
高
執
行
責
任
者（
C
O
O
））

　

④
令
和
5
年
2
月
24
日

　
　
「
2
0
2
4
年
度
法
改
正
の
方
向
性
」

　

講
師
：�

小
濱
道
博
氏（
小
濱
介
護
経
営
事
務
所 

代
表
）

　

⑤
令
和
5
年
3
月
22
日

　
　
「�

地
域
連
携
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
」

　

講
師
：�

田
尻
久
美
子
氏（
株
式
会
社
カ
ラ
ー
ズ 

代
表
取
締
役
）

■
W
E
B
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

令
和
4
年
9
月
28
日

　
　
「�

I
C
T
の
活
用
、業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
」

　

講
師
：�

斉
藤
正
行
氏（
株
式
会
社
日
本
介
護
ベ

ン
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー

プ 

代
表
取
締
役
）

小
泉
卓
也
氏（
イ
ツ
モ
ス
マ
イ
ル
株
式

会
社 

代
表
取
締
役
）

北
海
道
支
部

：支
部
長　

藤
谷　

英
明

東
北
支
部

：

支
部
長　

植
野　

大
作  

■
支
部
総
会【
オ
ン
ラ
イ
ン
】 

令
和
4
年
7
月
8
日

■
幹
事
会【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

第
1
回 
令
和
4
年
4
月
14
日

第
2
回 
令
和
4
年
11
月
9
日

第
3
回 
令
和
5
年
2
月
3
日

■
セ
ミ
ナ
ー【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

　

①
令
和
4
年
10
月
13
日

　
　
「�

新
た
な
働
き
方
改
革
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

考
え
る 

～
介
護
現
場
の
新
し
い
働
き
方
～ 

日本在宅介護協会推奨

株式会社ベター・プレイス
〒 東京都新宿区四谷坂町 三廣ビル

：

コードから詳細な資料を
ダウンロード頂けます。

新たな福利厚生制度のカタチ

基基金金ぐぐくくみみはは
3分でわかる
「おむピタ」

お問合せは
「おむピタ」
HPから

おむつ漏れ、一緒に解決しませんか？
～今までに無い、新しいおむつのサービス～

おむつの選び方や
当て方が分からない

漏れが発生
してしまう

買い物に行くの
が大変

おむつのストックを
切らしてしまった

①メーカーの専門家による
こだわりの選定

②購入前に試供品をお届け

③おむつはメーカーから
ご利用者宅へ直送

④介護事業所の
新しい保険外サービスに

こんなお悩み解決します！
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【各 部 会 活 動 報 告】支 部 　 活 動 報 告▶

会
社
C
E
O
）

　

②
令
和
4
年
11
月
30
日

　
　
「�

介
護
保
険
運
営
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
～
利
用

者
の
自
立
支
援
に
向
け
て
～
」

　

講
師
：�

梅
澤
厚
也
氏（
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ

ス
振
興
会 

専
務
理
事
・
事
務
局
長
）

静
岡
県
支
部

：支
部
長　

市
川　

明
壽

■
支
部
総
会【
オ
ン
ラ
イ
ン
】 

令
和
4
年
8
月
30
日

■
幹
事
会【
オ
ン
ラ
イ
ン
】 

令
和
4
年
8
月
30
日

東
海
・
北
陸
支
部

：

支
部
長　

石
原　

祥
行

■
支
部
総
会【
集
合
開
催
】 

令
和
4
年
7
月
14
日

■
幹
事
会

　

第
1
回 

令
和
4
年
5
月
24
日【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

　

第
2
回 

令
和
4
年
7
月
14
日【
集
合
開
催
】

　

第
3
回 
令
和
4
年
9
月
28
日【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

　

第
4
回 
令
和
4
年
12
月
6
日【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

　

第
5
回 

令
和
5
年
2
月
21
日【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

■
セ
ミ
ナ
ー

　

①�

令
和
4
年
7
月
14
日【
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
】

　
　
「�

介
護
業
界
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

　

講
師
：�

川
上
輝
明
氏（
S
O
M
P
O
ケ
ア
株
式
会
社
）

　

②
令
和
5
年
2
月
21
日【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

　
　
「�

介
護
職
の
働
き
が
い
向
上
と
定
着（
リ
テ
ン

シ
ョ
ン
）の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

　

講
師
：
山
本
寛
氏（
青
山
学
院
大
学 

教
授
）

信
越
支
部

：

支
部
長　

倉
田　

香
樹

■
支
部
総
会【
オ
ン
ラ
イ
ン
】 

令
和
5
年
2
月
21
日

近
畿
支
部

：

支
部
長　

北
村　

政
美

■
支
部
総
会【
集
合
開
催
】 

令
和
4
年
7
月
13
日

■
幹
事
会

第
1
回 

令
和
4
年
5
月
24
日【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

週
休
2
日
制
度
導
入
に
つ
い
て
」

　

講
師
：�

石
塚
正
拓
氏（
株
式
会
社
オ
リ
ー
ヴ　

取
締
役
副
社
長
）

　

②
令
和
4
年
11
月
17
日

　
「�
通
所
介
護
生
活
相
談
員
向
け
セ
ミ
ナ
ー　

営

業
活
動
の
基
本
の『
き
』」

　

講
師
：�
渡
邉
順
子
氏（
株
式
会
社
ツ
ク
イ
）

　

③
令
和
5
年
3
月
23
日

　
　
「�

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー 

頑

張
れ
！
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者 

～
人
と
業

務
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
～
」

　

講
師
：�

渡
邉
順
子
氏

千
葉
県
支
部

：支
部
長　

八
木　

篤
志

■
支
部
総
会【
オ
ン
ラ
イ
ン
】 

令
和
4
年
7
月
13
日

■
幹
事
会【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

第
1
回 

令
和
4
年
4
月
14
日

第
2
回 

令
和
4
年
7
月
13
日

第
3
回 

令
和
4
年
10
月
14
日

第
4
回 

令
和
5
年
1
月
12
日

■
セ
ミ
ナ
ー【
オ
ン
ラ
イ
ン
】 

令
和
4
年
10
月
14
日

　
「�

訪
問
介
護
・
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
向

け
B
C
P
セ
ミ
ナ
ー
」

　

講
師
：�

齋
藤
奈
々
江
氏（
株
式
会
社
や
さ
し
い
手
）

笠
原
幸
江
氏（
株
式
会
社
や
さ
し
い
手
）

神
奈
川
県
支
部

：

支
部
長　

森
山　

典
明

■
支
部
総
会【
集
合
開
催
】 

令
和
4
年
7
月
13
日

■
幹
事
会【
集
合
開
催
】

第
1
回 

令
和
4
年
5
月
25
日

第
2
回 

令
和
4
年
7
月
13
日

第
3
回 

令
和
4
年
9
月
29
日

第
4
回 

令
和
4
年
11
月
30
日

第
5
回 

令
和
5
年
2
月
20
日

■
セ
ミ
ナ
ー【
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
】

　

①
令
和
4
年
7
月
13
日

　
　
「�

事
故
予
防
・
ク
レ
ー
ム
対
応
に
お
け
る
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

　

講
師
：�

平
井
丈
雄
氏（H

irai. C
are and.

合
同

第
2
回 

令
和
4
年
8
月
24
日【
集
合
開
催
】

第
3
回 

令
和
4
年
10
月
19
日【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

第
4
回 

令
和
4
年
11
月
29
日【
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
】

第
5
回 

令
和
5
年
1
月
30
日【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

■
セ
ミ
ナ
ー【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

　

①
令
和
4
年
8
月
24
日

　
　
「�

ど
こ
ま
で
で
き
た
？
B
C
P 

こ
れ
か
ら
押

さ
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
重
要
ポ
イ
ン
ト

と
準
備
の
方
法
」

　

講
師
：�

鳥
野
猛
氏（
び
わ
こ
学
院
大
学
教
育
福

祉
学
部
長
教
授
）

　

②�

令
和
4
年
10
月
19
日

　
　
「�

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
～
三
大
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
中
心
に
～
」

　

講
師
：�

覺
正
寛
治
氏（
人
財
育
成
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
）

　

③
令
和
5
年
3
月
2
日

　
　
「�

新
サ
ー
ビ
ス
創
設
！ 

令
和
6
年
介
護
保
険

法
改
正
の
全
解
説
と
対
策
」

　

講
師
：�

小
濱
道
博
氏（
小
濱
介
護
経
営
事
務
所 

代
表
）

中
国
・
四
国
支
部

：

支
部
長　

高
橋　

都
子

九
州
・
沖
縄
支
部

：支
部
長　

柳　

倫
明

■
支
部
総
会【
オ
ン
ラ
イ
ン
】 

令
和
4
年
6
月
9
日

■
幹
事
会【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

第
1
回 

令
和
4
年
5
月
27
日

第
2
回 

令
和
4
年
10
月
14
日

第
3
回 

令
和
5
年
2
月
6
日

■
セ
ミ
ナ
ー【
集
合
開
催
】 

令
和
5
年
3
月
10
日

　
「�

尾
道
市
認
知
症
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス 

㈱
ゆ
ず
の
取
組
」

　

講
師
：�

川
原
奨
二
氏（
株
式
会
社
ゆ
ず 

代
表
取

締
役
社
長
）

薬剤師も多職種連携により患者さま支援に貢献いたします

https://www.nicho.co.jp

TEL：03-6810-0887
お問い合わせ

：jp-zaitakuiryo@nicho.co.jp

在宅医療の経験豊富な薬剤師がご自宅や高齢
者施設さまへお薬をお届け、患者さま・ご家
族さまと相談しながら、効き目や副作用の確
認、余っているお薬の整理などを行います。

【設　立】	 2002年7月4日
【認　可】	 �国家公安委員会警察庁/関東経済産業局/�

国土交通省関東地方整備局/関東運輸局/東京都産業労働局/�
関東地方環境事務所

【主な事業】	◎ETC事業
	 ◎�外国人技能実習生受入事業（2017年11月1日新制度導入に伴い�

一般監理団体[介護職種対応可]許可）
	 ◎特定技能外国人支援事業（2019年7月25日　登録支援機関認定）

お気軽にご相談ください！
TEL03－6675－3898　FAX03－6675－3897
東京都中央区銀座1丁目15－6　銀座東洋ビル7F　http://ryu-san-kyo.org/
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【
日
本
在
宅
介
護
協
会 

概
要
・
沿
革
】

日
本
在
宅
介
護
協
会
は
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
と
充

実
に
寄
与
し
、広
く
一
般
に
対
す
る
介
護
の
必
要
性
の
啓
発

お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
普
及
浸
透
、民
間
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
の
健
全
な
発
展
を
支
援
し
、高
齢
化
社
会
の
安
寧
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

昭
和
63
年
9
月	

全
国
入
浴
福
祉
事
業
協
議
会
設
立

平
成
元
年
11
月	

全
国
在
宅
介
護
事
業
協
議
会
設
立

平
成
10
年
11
月	

日
本
在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
協
会
設
立

〔
全
国
入
浴
福
祉
事
業
協
議
会
と
全
国
在
宅
介
護
事
業
協
議
会
が
合
併
〕

平
成
14
年
5
月	

有
限
責
任
中
間
法
人 

日
本
在
宅
介
護
協
会
設
立

〔
新
法
施
行
に
伴
い
法
人
格
を
取
得
〕

平
成
21
年
6
月	

一
般
社
団
法
人 

日
本
在
宅
介
護
協
会
に
移
行

【
会
員
法
人
数
】

正
会
員	

53
社

賛
同
会
員	

1
4
9
社

特
別
会
員	

17
社

合
計	

2
1
9
社

（
令
和
5
年
10
月
1
日
現
在
）

【
事
務
局
】

一
般
社
団
法
人 

日
本
在
宅
介
護
協
会　

事
務
局

〒
１
６
0
ー
０
０
２
２

東
京
都
新
宿
区
新
宿
１
ー
18
ー
14　

廣
田
ビ
ル
3
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３
ー
３
３
５
１
ー
２
８
８
５

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
ー
３
３
５
１
ー
２
８
８
７

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w
w
.zaitaku-kyo.gr.jp

協
会
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

zaitaku@
zaitaku-kyo.gr.jp新宿御苑

2番
大木戸門出口3番 出口サンマルクカフェ

ファミリーマート

丸亀製麺

ドトールコーヒー

すき家

小諸そば

〒

1番 出口

新宿通り
東京メトロ 丸の内線 新宿御苑前駅

日本在宅介護協会
廣田ビル 3 階

【アクセスマップ】

【
会
長
】

森 

信
介（
株
式
会
社
ニ
チ
イ
学
館 

代
表
取
締
役
社
長
）

【
副
会
長
】

北
村 

政
美（
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社 

取
締
役
会
長
）

稲
葉 

雅
之（
有
限
会
社
伊
豆
介
護
セ
ン
タ
ー 

代
表
取
締
役
社
長
）

【
専
務
理
事
】

香
取 

幹（
株
式
会
社
や
さ
し
い
手 

代
表
取
締
役
社
長
）

【
常
任
理
事
】

森
山 

典
明（
ア
ー
ス
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長
）

菊
井 

徹
也（
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ケ
ア
株
式
会
社 

取
締
役
執
行
役
員  

Ｃ
Ａ
Ｏ
）

村
木 

剛（
株
式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
ス
タ
イ
ル
ケ
ア 

執
行
役
員
在
宅
事
業
本
部
長
）

青
木 

文
恵（
ミ
ア
ヘ
ル
サ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長
）

小
林 

由
憲（
株
式
会
社
大
起
エ
ン
ゼ
ル
ヘ
ル
プ 

代
表
取
締
役
社
長
）

【
理
事
】

宇
田
川 

智
子（
株
式
会
社
ア
イ
ケ
ア 

代
表
取
締
役
社
長
）

佐
々
木 

昇（
麻
生
介
護
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社 

常
務
取
締
役
）

栁
澤 

美
穂（
エ
フ
ビ
ー
介
護
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長
）

毎
田 

糸
美（
コ
ウ
ダ
イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
）

福
田 

光
正（（
社
会
福
祉
法
人
正
福
会 

副
理
事
長
）

成
田 

英
彰（
株
式
会
社
全
労
済
ウ
ィ
ッ
ク 

代
表
取
締
役
専
務
）

熊
谷 

敬（
綜
合
警
備
保
障
株
式
会
社 

常
務
執
行
役
員
）

高
畠 

毅（
株
式
会
社
ツ
ク
イ 

代
表
取
締
役
社
長
）

室
井 

勝
一
郎（
東
京
海
上
日
動
ベ
タ
ー
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社 

執
行
役
員
在
宅
介
護
事
業
部
長
）

浅
野 

雅
良（
メ
デ
ィ
カ
ル・ケ
ア・サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社 

取
締
役
）

【
監
事
】

福
原 
俊
晴（
株
式
会
社
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス 

代
表
取
締
役
社
長
）

瀧
井 

創（
セ
ン
ト
ケ
ア・ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社 

常
務
取
締
役
執
行
役
員
）

浅
野 

由
美（
株
式
会
社
デ
ベ
ロ 

代
表
取
締
役
社
長
）

　
（
理
事
・
監
事
は
社
名
50
音
順
）

【
令
和
５
年
度
役
員
】

一
般
社
団
法
人 

日
本
在
宅
介
護
協
会
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
の
将
来
に
向
け
、

更
な
る
環
境
の
整
備
に
貢
献
し
ま
す
。
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●：理事　◯：監事

正会員
●株式会社ツクイ
有限会社アズサケアサービス
株式会社グレイスケア
株式会社横浜ハウネス
賛同会員
株式会社アルプスケアハート
株式会社エクシオジャパン
株式会社お元気福祉サービス
特定非営利活動法人サポートめぐみ
株式会社ジーユー・ライフ
株式会社バンブー
株式会社フードケア
特定非営利活動法人フレンドシップあさひ
株式会社マザーライク
株式会社むつ花

神奈川県支部

正会員
医療法人社団豊寿会
株式会社ヤックスケアサービス
賛同会員
合同会社アマテラス

千葉県支部

正会員
●株式会社アイケア
●有限会社伊豆介護センター
株式会社コスモスケアサービス
賛同会員
株式会社あいの手
有限会社アサヒケアサービス
株式会社アマノ
株式会社安里
株式会社エポックケアサービス
特定非営利活動法人おおぶち居宅支援事業所
ケア・フリー静岡株式会社
株式会社コミュニティワーク
静岡鉄道株式会社
株式会社シフックス
TKS 株式会社
株式会社東海道シグマ
株式会社鳩のつえ
株式会社パナホーム静岡
有限会社ハレルヤ
株式会社 Plai
ヤマザキメディカルケアアソシエーション株式会社
有限会社吉原介護センター

静岡県支部

正会員
●エフビー介護サービス株式会社
賛同会員
株式会社エフテック
有限会社ケーアンドケーメディカル
社会福祉法人博悠会
株式会社東日本福祉経営サービス

信越支部

賛同会員
有限会社そうせい舎

北海道支部

賛同会員
特定非営利活動法人あじさい
clarens（クララン）
株式会社ここみケア

東北支部

【特別会員】 ��IT FORCE 株式会社／アサヒ飲料株式会社／株式会社アンカー／株式会社大塚商会／花王株式会社／株式会社カンリー／サイクループ株式会社／�
ダイハツ工業株式会社／東京サラヤ株式会社／日本製紙クレシア株式会社／日本調剤株式会社／株式会社ベター・プレイス／三菱オートリース株式会社／�
三菱商事株式会社／株式会社 Rehab for JAPAN／流通産業協同組合／株式会社オレンジ社

賛同会員
あいケアステーション株式会社
株式会社あかりの里
有限会社紫陽花ケアサポート日立
株式会社アローズケア
一般社団法人茨城県福祉サービス振興会
株式会社エクシング
株式会社エス・エム・エス
有限会社えるはあと
エン・ジャパン株式会社
株式会社カナミックネットワーク
株式会社木万屋商会
QLCプロデュース株式会社
株式会社金星
株式会社グッドライフケア東京
NPO 法人グレースケア機構
株式会社ケアプロデュース
株式会社ケアメイト
株式会社ケアリッツ・アンド・パートナーズ
ケアレックス株式会社
株式会社ケアワーク弥生
ＫＦケミカル株式会社
医療法人社団康明会
株式会社高齢者住宅新聞社
コニカミノルタ株式会社
株式会社コンダクト
埼玉県よろず支援拠点
株式会社さくらモンデックス
株式会社サンケイビルウェルケア
CBC 株式会社
株式会社シーン
シルバーサポート株式会社

正会員
●アースサポート株式会社
●株式会社全労済ウィック
●綜合警備保障株式会社
●SOMPOケア株式会社
●株式会社大起エンゼルヘルプ
●東京海上日動ベターライフサービス株式会社
●株式会社ニチイ学館
●株式会社ベネッセスタイルケア
●ミアヘルサホールディングス株式会社
●メディカル・ケア・サービス株式会社
●株式会社やさしい手
○株式会社ケアサービス
○セントケア・ホールディング株式会社
○株式会社デベロ
　株式会社愛誠会
　株式会社ACA
　株式会社大崎ホームヘルプサービス
　株式会社SOYOKAZE
　有限会社玉川ケアサービス
　東電パートナーズ株式会社
　株式会社ナイスケア
　株式会社日本介護センター
　株式会社日本介護ベンチャーコンサルティンググループ
　日本リック株式会社
　株式会社ハナマウイ
　株式会社ホームケア井上
　三菱電機ライフサービス株式会社
　明治安田システム・テクノロジー株式会社介護の広場本部
　株式会社やさしい手甲府
　株式会社陽光ヘルプ

東京・北関東支部

弁護士法人親和法律事務所
ダイオーミウラ株式会社
株式会社太平洋シルバーサービス
一般社団法人だんだん会
東急ウェルネス株式会社
株式会社トーリツ
トヨタモビリティサービス株式会社
株式会社トランス・アイ
株式会社夏樹
株式会社日本エルダリーケアサービス
株式会社日本ケアサプライ
有限会社はぎ介護センター
HULL 株式会社
株式会社ビアン
株式会社ひかりケア
ヒューマンライフケア株式会社
フジ産業株式会社
有限会社ブライトケアー
株式会社文創堂
町田ガス株式会社
株式会社マップ・コミュニケーションズ
株式会社三鷹ナース・ヘルパーセンター
社会福祉法人みたか福祉会
ミモザ株式会社
明治安田収納ビジネスサービス株式会社
株式会社モテギ
有限会社森田ケアーズ
有限会社ユピテル
医療法人社団洋誠会かわいクリニック
株式会社ルネサンス
株式会社レインボーハート
株式会社わかばケアセンター

正会員
●麻生介護サービス株式会社
社会福祉法人アイリス
株式会社アスパル
麻生メディカルサービス株式会社
社会医療法人原土井病院
有限会社ゆうしん
賛同会員
有限会社アヴェイル
麻生教育サービス株式会社
イベントホライズン株式会社
株式会社 IWASAKI

九州・沖縄支部

株式会社ウィズグループ
エース印刷株式会社
株式会社エルエス
北九州福祉サービス株式会社
北九州ヘルスケアサービス株式会社
有限会社クリンジャパン
株式会社クローバー
有限会社ケアネットなずな
株式会社ケアワーク九州
株式会社シダー
株式会社末広福祉会
スターフィールド株式会社

大洋株式会社
株式会社 ttt
医療法人福西会
株式会社 PRO
合同会社 payforward
株式会社メディケア
有限会社ユニゾン

正会員
●コウダイケアサービス株式会社
●社会福祉法人正福会
●ロングライフホールディング株式会社
　株式会社ケア２１
　株式会社シルバージャパン

近畿支部

賛同会員
合同会社あさひ
MIC 株式会社
合同会社カリス
スミリンケアライフ株式会社
株式会社ディグリス
ヘルパー会議室

みとうメディカル株式会社
有限会社悠久
株式会社ゆらら
有限会社ライフケアひまわり
合同会社 LINK
株式会社リンクサービス
株式会社わたぼうし

正会員
株式会社ニックス
賛同会員
株式会社尚建
医療法人社団聖仁会
株式会社花・花
株式会社 Lib

中国・四国支部

正会員
Plus Fukushi 株式会社
賛同会員
介護タクシーくまさん合同会社
株式会社クレイドル
杉友商事株式会社

東海・北陸支部

有限会社ナイスサポート
株式会社波の女
株式会社マザーズ
合同会社まほろば会
株式会社碧介護サービス
輪株式会社

【日本在宅介護協会・会員法人一覧】
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ＯＢ－Ｎ６６０Ｄ２入 浴 車（ 軽 自 動 車 タ イ プ ）

せまい道でもキビキビ走るコンパクトカー 最大4名乗車

軽量浴槽「FB-12L」

研修等で1名追加での
同乗が必要な場合で
も対応可能です。

従来の分割浴槽から
約6㎏軽量化すること
により、スタッフの方々
の作業負担を軽減しま
す。

http://www.develo-group.co.jp デベロ 検 索
029-247-2214

〠310-0841　茨城県水戸市酒門町1744-2

029-247-2211（代）お問い合わせ

多様なニーズにお応えするラインナップ

日本在宅介護協会会員様専用ページを開設いたしました！
すでにご登録いただいている会員様もございますが、在宅協ホームページ内に会員様専用ページを開設しました。

専用ページ内では在宅協が開催したこれまでのセミナー動画を視聴することが可能です。
またセミナー資料や各部会資料等も閲覧することが可能です。

専用ページにログインするには、下記URLより会員法人情報の登録が必要となります。
まだ登録していない会員様におかれましては、登録の手続き案内をお送りいたしますので、

事務局までお問い合わせください。
また、自法人が登録しているかご不明な場合にも、お気軽にお問い合わせください。

※登録は1会員法人につき、1アカウントです。設定したID・PWは社内で共有をお願いいたします。

この度、公式LINEアカウントを開設しました。セミナーの開催案内
や活動報告などの情報を月に2・3回程度お届けいたします。
是非「友だち追加」をお願いいたします。

日本在宅介護協会事務局の公式
LINEアカウントを開設しました！

≪登録方法≫
QRコードをスキャンすると
LINEの友だちに追加されます。
QRをスキャンするには、LINEアプリの
コードリーダーをご利用ください。
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